
大腸内視鏡検査（鎮静下大腸内視鏡は行いません） 

 

1.対象（下記の条件を全て満たす患者） 

（1）便潜血陽性または、定期フォローアップ患者 

（2）79歳以下の患者 

（3）5年以内に大腸内視鏡検査を受けた経験のある患者 

（4）抗凝固剤、抗血小板薬を内服していない患者 

 

2.禁忌 

（1）HD患者 

（2）腸閉塞のリスクのある患者 

（例えば、急な便秘の出現や腹部膨満感を伴う腹痛など大腸の狭窄症状が疑われる患者） 

（3）以前、大腸内視鏡検査で重大な合併症のあった患者 

（4）開腹手術で癒着が予想される患者 

（5）極端に衰弱されている患者 

（6）呼吸器・循環器に重篤な疾患をお持ちの患者 

 

3.前処置～当日の流れ 

（1）前日 

   朝昼夕食 消化の良い食事（夕食後より絶食となります） 

   就寝前  センノサイド（またはセンノシド、プルゼニド）2錠 

ラキソベロン（またはピコスルファートナトリウム）1本 

（紹介元医療機関で処方をお願いします） 

（2）当日    

朝食   絶食（血糖降下剤・インスリン注射は中止してください） 

   9：00   受付 

9：30   診察（問診・大腸内視鏡検査の説明） 

同意書と、前日就寝前の下剤の内服確認の有無について確認がとれ次第、 

内視鏡センターでモビプレップ内服 

   14:00   大腸内視鏡検査 

       （排便の状況によって、検査の順番が前後する場合がありますので、 

説明をお願いします） 

 ※紹介患者案内票とともに「大腸内視鏡検査を受ける方へ 事前準備のお願い」を送りま 

すので、患者への説明をお願いします。 

 

4.申込み方法 

大腸内視鏡検査予約申込み書兼受付書（地域医療連携 FAX用）を揃えて、海南病院 地 

域医療連携センターへ FAX送信をお願いします。 

 

   



5.来院時間 

9:00受付 

  「紹介予約受付」にて受付、内科外来で、問診・大腸内視鏡検査の説明があります。 

同意書と、前日就寝前の下剤の内服確認の有無についての確認がとれ次第、「G受付」 

にて受付を行い、内視鏡センターでモビプレップ内服となります。 

 

6.検査結果について 

検査結果等が揃った時点で、「診療情報提供書」「大腸がん検診診療依頼書（兼精密検 

査結果報告書）」を患者さんへお渡しいたします。なお、書類作成に時間を要す場合は、 

後日医療機関宛てに郵送させていただきます。 

 

7.注意事項 

 (1)前日下剤の内服忘れがあった場合、検査は出来ません。 

   紹介予約受付での確認の際、下剤の内服忘れがあった場合は、地域医療連携センター 

で予約を取り直します。 

(2)希望日に他の診察・検査等の予約がある場合は、前処置の影響で受診できない可能性 

がありますので、予約の際はご注意ください。 

 (3)当日、服用している全ての内服薬とお薬手帳を持参してください。 

   

8.問い合わせ先 

  ご不明な点がありましたら、海南病院 地域医療連携センター（直通 0567-65-2518）

までご連絡ください。 






